
崩

壊
し
な
い
「

社

会

主

義

中

国」
は一

全

人

類

的

課

題

一

車 中 2
ま 嶋 長
大 E量 み

誠 ：

深
刻
な
圏
内
危
機
と
積
極
外
交。
そ
のニ
面
性
を
注
視
せ
よ

｜｜
天
安
門
広
場よ
こ
こ
は
い
ま、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級の
赤い

後継者
た
ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
！

（
楊
縫
「
幸
福
を
讃え
るL）

中
国
が
よ
う
や
く
「
毛
沢
東
思
想」
の
呪
縛
か
ら
解
き
放
た
れ
て
新

し
い
離
陸
を
開
始
し
よ
う
と
し
た
と
き、
一
九
八
九
年六
月
四
日
の
天

安
門
事
件が
発
生、
組
紫
陽
と
い
う
類
な
き
指
導
者
を
得て
立
ち
上
が

っ
た
多
く
の
市
民
や
学
生
が、
「
血
の
日
昭
日」
の
犠
牲
と
なっ
た。

こ
の
「
中
国の
悲
劇」
を
歴
史
的
な
代
償に
し
て
東
欧
や
ソ
連の
社
会

主
義
権
力は
崩
壊
し
は
じ
め、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
も
崩
れ
て
東
西
冷
戦
体

制
も
終
鷲
し
た
が、
中
国
や
北
朝
鮮
で
は
今日
で
も
社
会
主
義
国
家
権

力
が
持
続
し、
共
産
党
や
労
働
党の一
党
独
裁
体
制
が
続い
て
い
る。

二
O
O
九
年六
月
四
日
は
そ
の
天
安
門
事
件の
二
十
周
年
で
あ
る。

日本への遺曾

経
済
発
展
と
統
治
不
能
の
寸
地
方」

中
国
は一
九
七
八
年末に
「
改
革・
開
放」
政
策に
転
じ
て
か
ら、

年
平
均
九・
八
%
とい
う
高
度
な
経
済
成
長
を
達
成
し
た。
二
O
O八

年
十二
月は
中
国
共
産
党
十一
期三
中
全
会
以
来の
1
改
革・
闘
放」

三
十
周
年
記
念
で
あっ
た。
だ
が、
そ
の
中
国
で
も
最
近は
世
界
経
済

危
機の
影
響
が
深
刻
化
し、
現に
二
O
O八
年
十
l
十二
月
期の
G
D

P
〈
国
内
総
生
産〉
は
前
年
比
六・
八
%
成
長
に
落
ち
込
ん
だ。
そ
こ

で
四
兆
元
（
約五
十六
兆
円〉
に
も
及
ぶ
投
資
で
八
%
成
長
を
な
ん
と

か
保
と
う
と
し
て
い
る
q
保八」
政
策）
が、
成
長
率
が一
%
下
が

る
と
数
千
万
の
失
業
者
が
出
る
状
況に
は
変
わ
り
が
な
い。
八
%
成
長

の
成
否は
中
国
経
済の
み
な
ら
ず、
世
界
経
済
全
体に
とっ
て
も
大
問

題
で
あ
ろ
う。

周
知
の
よ
う
に、
外
向
型・
輸
出
主
導
型
の
中
国
経
済
に
お
い
て

は、
輸
出の
割
合
が
非
常に
大
きい。
わ
が
国
で
も
衣
料
品
や
電
化
製

品
な
ど、
買っ
て
気づ
い
て
み
る
と
，
M
A
D
E
I
N
C
H
I
N

A’
の
商
品
が
氾
置
し
て
い
る。
例の
審
入
り
ギョ
ウ
ザ
事
件
も
あっ

て、
食の
危
険の
あ
る
中
国
産
品
は
絶
対に
買わ
な
い
と
い
う
日
本
人

も
増え
て
い
る
が、
中
国
市
場は
ま
だ
ま
だ
拡
大
す
る
と
見
込
ん
で
進

出
す
る
日
本の
自
動
車
や
家
電の
メ
ー
カ
ー、
小
売
中
心
の
ス
ーパ
ー
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マ
ー
ケッ
ト
な
ど
も
あ
る
よ
う
だ。
中
国の
経
済
成
長
を
支
え
て
き
た

の
は
主に
外
資に
よ
る
投
資と
対
外輸
出で
あっ
て、
日
本
や
欧
米先

進
国と
は
経
済
構
造の
根
本が
異
な
り、
G
D
P
に
占め
る
消
費
支
出

の
比
率は
五
O
%に
も
届い
て
い
ない。
そ
れ
だ
けに

内需拡
大の
余

地
は
あ
る
の
だ
が、
そ
の
場
合で
も、
最
近の
「
家
電
下
郷」寸
汽
車

〈
自
動
車〉
下
郷」
の
スロ
ー
ガ
ン
に
見
ら
れ
る
よ
うに、
中
国の
メ

ー
カ
ー
や
サ
ービ
ス
産
業と
の
競
合は
避
け
ら
れ
ない
で
あ
ろ
う。

もっ
と
も
中
国の
輸
出
志
向は
な
お
続
くで
あ
ろ
う。
世
界
経
済に

占め
る
中
国の
輸
出は一
九八
O
年に
は
0・
九
%
で
世
界第二
六
位

だっ
た
が、
ニ
O
O七
年に
は
六・
O
%
で
世
界第三
位、
そ
し
て
お

そ
ら
くこ
O一
O
年に
は
世
界第一
位に
な
る
だ
ろ
う
と
見ら
れ
て
い

る。
その
結果、
今
中
国の

外貨準備高は
世
界第一
位、
ニ
O
O八

年九
月
現
在で
約二
兆
米ド
ル
もの
外

貨準備
を
持っ
てい
る。
約
半

分は
米
財
務
省
証
券と
米
政
府
機
関
債だ
と
見ら
れ
て
お
り、
ド
ル
危

機が
中
国の
経
務
危
機に
直結
す
る
構
造に
も
なっ
て
い
る。
中
国
国

家
統
計
局は
ニ
O
O
九
年一
月、
O
七
年の
中
国の
G
D
P
は
三
兆三

八
三
八
億
米ド
ル
と
ド
イ
ツ
を
抜い
て
米
国、
日
本に
次
ぐ
世
界
第三

位の
経
済
大
国に
なっ
た
と
発
表
し
た。
中
国の
統
計に
は

信頼性が

ない
と
い
う、
ピッ
ツパ
l
グ
大
学の
ト
lマ
ス・
ロ
ウ
ス
キ
l
教授

の
よ
う
な
意
見
も
あ
る
が、
こ
こ
に
見ら
れ
る
経
済
成
長、
特に
輸
出

を
支
え
て
き
た
の
は
固
定

資本投
資で
あ
りパ
そ
れ
が
経
済
全
体の
四

O
%
を
超
え
て
い
る。
つ
ま
り
輸
出と
固
定
資
本
投
資で
G
D
P
の
八

O
%
を
占め
てい
る
こ
とに
な
る。
輸
出は
今の
世
界

経済危
機の
中

で
リ
ス
ク
も
大
きい
た
め、
二
O
O
九
年二
月の
輪
出
総額が
対
前
年

． 、

同
月
比二
五
%
も
減
少し
た
よ
うに、
今
後も
輸
出が
大
幅に
減る
よ

う
なこ
と
に
な
れば、
た
ち
ど
こ
ろ
に
中
国
経
済に
大
き
く
響
く。
輸

出
依
存度の
高い
広
東省の
深
淵
や
東
莞で
は
こ
の
と
こ
ろ
企
業
倒
産

や
生
産
停止・
減産が
頻
繁で、
深
刻
な
争識が
発
生
し
てい
る。
固

定
資
本
投
資も
外
資に
よ
る
もの
が
多かっ
た
の
で、
そ
れ
が
減
少
す

る
と
経
済
的
困
難に
直
結
す
る。
内
発
的
な
産

業構造の
転換を
伴わ

ない
脆弱
な
社

会構造の
上に
乗っ
た
経

済発展だ
とい
え
よ
う。

そこ
で
中
国の
経
済
発
展に
とっ
て
のマ
イ
ナ
ス
要
因を
見て
み
る

と、
ま
ず
第一
に
す
さ
ま
じい

環境破壊が
挙
げ
ら
れ
る。
私
も
北
京

に一
週

間滞在
し
た
だ
けで
喉が
や
ら
れ
た
体験
を
もつ
が、
こ
の
空

気
汚
染で
大
都
市で
は
毎
年四
十
万
人ほ
ど
が
亡
く
なっ
てい
る
と
も

い
わ
れ
る。
さ
らに
河
川の
八
O
%
が
汚
濁と
枯
渇・
断
流の
状態に

あ
り、
加
え
て
内モ
ンゴ
ル
自
治
区
な
ど
の
草
原の
六
O
%
が
砂
漠
化

し
て
い
る。
中
国
北
部
や
河
南・
山
西・
江
西・
湖南
な
どの
内
陸
部

に
広
が
る
早
盤、
人口
増
や
農
業
振
興で
深
刻
化
す
る
水
不
足の
問
題

も
あっ
て、
四
億
人が
水
を
飲め
ない
状
態だ
と
も
報
じ
ら
れ
た。

そ
う
し
た
状
況の
中で
最
近は
金
融
危
機が
さ
さ
や
か
れ
てい
る。

その
例と
し
て
は、
上
海
株

式市場の
六
O
%
もの
暴
落も
あ
り、
台

湾
な
ど
の
外
国
資
本
も
か
な
り
撤
退
を
始
め
てい
る。
最
近
目
立っ
た

日
本の
資
本だ
と、
三
井
化
学
な
ど
が
工
場
建
設
を
撤
回・
閉
鎖、
ま

た
は
進
出
を
中
断、
トヨ
タ
は
中
国
市場の
拡
大
を
狙っ
て
広
州に
も

工
場
を
作っ
てい
た
が一
割
減産し
た。
中
小
企
業も
含む
企
業
倒
産

に
よっ
て、
昨
年末
以
来三
千
万
人
以
上
が
失
職
し
てい
る。

中
国
経
済が
今後も
持続的に
発展
し
てい
くた
め
の
環境が
十
分
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整っ
て
い
ない
と
こ
ろ
に、
深
刻
な
危
機の
断
面
が
あ
ちこ
ちに
露
呈

し
て
お
り、
こ
れ
で
は
胡
錦
滞
主
席
が
目
指
す
「
和
諾
ハ調
和〉
社

会」
の
建
設
も
容易で
は
ない。

昨年十
月に
中
国
共
産
党第
十七
期三
中
全
会が
聞か
れ
た
が、
そ

の
最
大の
テ
lマ
は
農
村
改

革問題
で
あっ
た。
現
在
中
国で
は、
土

地
を
奪
わ
れ、
職
も
な
い、
福
祉
も
ない、
コユ
無
農
民」
が．
五
千
万

。
もい
る
とい
う。
加
え
て
最
近の
著
しい
傾
向は、
農
民工
に
見ら
れ

よ
う。
内
陸の
農村か
ら
沿
岸
都
市へ
流入
す
る

労働者が
現
在約一

億三
千
万
人。
そ
の
農
民
工
が
大
量に
帰
郷
し
始
め
て
い
る
（
返
郷

潮〉。
重
度
あ
た
り
は一
日一
万
人
が
戻っ
て
い
る
と
い
う
け
れ
ど、

戻つE
て
職が
あ
る
か
と
い
う
と、
な
い。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
た
め

に、
昨
年来
の
チベ
ッ
ト
族
や
ウ
イ
グ
ル
族の
反
乱
を
「
暴
動」「
騒

乱」
といっ
た
言
葉で
表
現
す
る
こ
と
を
嫌
う
中
国
当局は
最
近、
あ

ちこ
ち
で
起こっ
てい
る
農
民
暴
動、
農
民
反
乱
を
「
群
体
制
事
件」

と
呼
ぴ
は
じ
め
てい
る。
昨
年六
月
末の
貸
州で
の
暴動、
七
月の
雲

南
省
昆
明で
の
パ
ス
連
続
爆
破
をは
じ
め、
「
群
体
制
事件」
は
ニ
O

O八
年だ
け
で
十三
万
件とい
う
大
変
な
数で
あっ
て、
地
方の一
部

は一

種統
治
不
能の
状
態に
あ
る。

こ
れ
ら
は
企
業が
突
然工
場
を
閉
鎖し
た
こ
と
に
対
す
る
不満、
あ

るい
は
地
方
政
府
高
官の
政・
商・
公
安一
体と
なっ
た

癒着連
合に

対
す
る
不
満
だ
と
もい
え
よ
う。
他に
製
鋼
所の
あ
る
遼
寧
省の
鞍

へい
・守よ誕，

翻
山、
山
西
省の
大
問、
江
西
省の
葬郷、
そ
れ
か
ら
最
近で
は、
経
済

怖
特
区の
見
本で
あっ
た
深
淵
や
東
莞で
も、
前
述の
よ
うに
暴
動が
起

時
こっ
て
い
る。

第十七
期三
中
全
会の
主
要
議
題は
農
村
改
革で
あ
り、
「
中
共
中

央の
農
村
改
革推
進
決
議」
が
採
択さ
れ
た。
こ
の
中で
特に
注
意
す

べ
き
点は、

農村の

党員対応、

農村の

党組織がい
わ
ば
崩
壊し
て

い
る
とい
う
点で
あっ
た。
従
来
何といっ
て
も
中
国
共
産
党は
万
全

だっ
た
が、
い
ま
や
社
会の
末
端
で
党
組
織の
尊
厳
が
疑
わ
れ
て
い

る。
中
国の
農村は
今
非
常に
揺れ
てい
る
とい
え
よ
う。

四
川
大
地
震
と
人
民
解
放
軍
の
「
宵
威
」

中
国
政
府の
発
表に
よっ
て
も、
ニ
O
O八
年五
月の
四
川
省
大
地

震の
死
者・
行
方
不
明
者は
約八
万
七
千
人に
上っ
て
い
る。
し
か

し、
日
本の
国
際
緊
急
援
助隊が
急
速
救援
活
動の
た
め
四
川
省へ
行
引

っ
た
の
に、

結局は
災
害の
現
場に
は
入
れ
な
かっ
た。
こ
の
四
川
省

大
地
震で
は、
中
国
民
衆の
ボ
ラ
ン
ティ
ア
活
動が
目
立っ
た
反
面、

見て
は
い
け
ない
部分
も
見え
た
とい
え
よ
う。
特に
人
民
解放
軍に

は、
実は

災害救済能
力に
乏
しい
の
で
は
ない
か
とい
う
盲
点
が
あ

っ
た。
中
国は
人
民
解放
軍
を
増
強し、
そ
れに
対
す
る
普
戒
感
も
あ

る
が、
今
回の
実
態と
し
て
はヘ
リコ
プ
タ
ー
も
ろ
くに
飛ば
せ
ず、

上
空
か
ら
の
写
真
を
撮る
こ
と
も
で
き
な
かっ
た。
多
くがヘ
ル
メッ

ト
も
か
ぷ
ら
ず、
旧
式の
背
嚢を
背
負っ
た
兵
士
は
出
動が
遅
れ
て、

被
害
を
十
分に
防
止
で
き
な
かっ
た。
だ
か
ら、
日
本の
援
助
隊が
現

地で
て
き
ぱ
き
と
災
害
救
助
を
す
る
こ
と
を
嫌
がっ
た
の
で
は
な
い

か。
こ
う
し
て
中
国の
軍
事
力の
実
態に
か
な
り
問
題が
あ
る
こ
と
も

明
ら
か
に
なっ
た。



昨
春の
「
チベ
ッ
ト
騒
乱」
や
北
京五
輪の
警備
な
ど
で
目
立っ
た

人
民
武
装
警
察
部
隊
も
増
強
さ
れ
て
い
る
が、
「
国
務
院
と
中
央
軍
事

委員会の
二
重の
指
導
を
受
け
る」
ハニ
O
O
九
年一
月二
十日
『ニ
O

O八
年中
国国防白
書乞
とい
う
基
本
的
な
組
織
原
則
が
温
家
宝
首
相

と

胡錦鴻主
席と
の
違
和
やその

後継者と
目
さ
れ
る
習
近平
副
主
席

と
李
克
強
副
首
相と
の

権力闘
争に
繋がっ
てい
る
と
の
見
方
や、
軍

内
強
硬
派の
遅
浩田・
前
中央

軍事委
副
主
席兼

国防相の
意
見が
複

数の
サ
イ
ト
に
出る
な
ど、
胡
錦
鴻
主
席の
軍
内
掌
握
力
を
疑
問
視
す

る
見
方
も
香
港な
ど
で
は
出
始
め
て
い
る。

その
よ
う
な
状
況に
も
か
か
わ
ら
ず、
最
近は

軍事拡
大が
相
変わ

ら
ず
続い
て
い
る。
ニ
O
O
九
年の
国
防
予
算は
対前
年
比一
四・
九

%
も
伸び
て二
十一
年
連
続の
二
桁
成
長と
なっ
た
が、

実際に
は
そ

の
三
倍の

軍事費
を
要し
て
い
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る。
特に
台
湾海

峡
をに
ら
ん
だ八
百
基
近い
短
距
離
弾
道ミ
サ
イ
ル
と
米本
土に
遣
す

る
新型の
核
搭
載
型
大
陸

間弾道ミ
サ
イ
ル
の
開発が
加
速
さ
れ
て
い

て、

軍事
面で
の
中
国の
脅威は
さ
ら
に
強
まっ
てい
る。

海軍カの

強
化
も
進
ん
で
お
り、
昨
秋
十
月
十
九
日
に
は
中
国
艦
隊が
津
軽
海
峡

を
通
り
抜
け
で
注
目
さ
れ
た。
超
音
速
対
艦ミ
サ
イ
ル
搭
殺とい
わ
れ

る、
ロ
シ
ア
か
ら
購入
し
た
ソ
プ
レ
メ
ン
ヌ
イ
級
駆
逐
艦、
非
常に
先

タヤシカイ

鋭
的とい
わ
れ
る
江
凱I
級・
E
級フ
リ
ゲ
！
ト
艦、

補給船の
計四

隻がロ
シ
ア
と
の
演
習の
後に
合
流
し
て、
日
本へ
の
通
告
な
しに
津

軽
海
峡
を
通
り
抜
け
た
の
で
あっ
た。
東シ
ナ
海で
の
「
主
権
防
衛
行

動」
も
活
発で、
昨
年
十二
月に
は
中
国
船二
隻が
尖
閤
諸
島
沖の
日

本
領
海に
九
時
間
も
侵入
し、
東シ
ナ
海の
ガ
ス
回
開発で
も
中
国の

排
他
的
経
済
水
域
を一
方
的に
主
張し
てい
る。
十
月
上
旬
以
来は
攻

撃
型の
漢
級
原
子
力
潜
水
艦が
東シナ
海を
中心に
哨
戒
活
動
を
増
や

し
て
お
り、
こ
れ
は
当
然

台湾海
峡
あ
るい
は
沖縄か
ら
太
平
洋へ
出

て
行
くこ
と
だ
ろ
う。
ニ
O二
O
年
以
降、
原
子
力
空
母二
隻
を
建
造

す
る
計
画が
あ
る
と
も
報
じ
ら
れ
た。

パラセル

スプラトリー

領
有
権
問
題
が
未
解
決の
西
沙
群
島、
南
沙
群
島
を
中
核
と
す
る

南シ
ナ
海で
の
中
国
軍の
影
も
さ
らに
濃
く
なっ
て
お
り、
最
近は
漁

業
監
視に
名
を
借
り
た
改
造
軍
艦の
脚没
も
頻
繁に
なっ
てい
る。
三

月
上
旬に
南シ
ナ
海で
発
生
し
た
米

海軍調
査
船の
行動
を
中
国
艦
船

が
妨
害し
た一
件
も
中
国
側の
意
図
を
示
し
て
お
り、
ソマ
リ
ア
沖へ

の
艦
船
派遣
や
反
テロ
行動へ
の
参
加
な
ど
中国
版
「

非戦争軍事
行

動」
に
も
積極
的に
乗り
出し
て
い
る。
胡
錦
溶
主
席は
軍へ
の
抑え

が
利か
ず、
海
軍が
独
自で
行動
を
とっ
てい
るの
で
は
ない
か、
な

ど
の
見
方
も
あ
る
が、
四
川
省
大
地
震
を
きっ
か
けに
露
呈
し
た
中
国

軍の
脆
弱な
側
面
と
と
もに、
中
国の
し
た
た
か
な
軍事
的
膨
張の
側

面
を
見
極め
な
け
れ
ば
な
ら
ない。
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北
京
五
輪
と
チ
ベ
ッ
ト
、

ウ
イ
グ
ル
、

台
湾

北
京五
輪は、
「
強い
中
国」
と
中
華
思
想の
絶好の
発
露
で
は
あ

っ
た
が、
昨
年三
月に
発
生
し
た
「
チベ
ッ
ト
騒
乱L
に
よっ
て一
時

は
開催も
危
ぶ
ま
れ
る
な
ど、
全
世
界に
話
題
を
提
供し
た。

去る三
月
十日
は、
一
九
五
九
年の
歴
史
的
なチベ
ッ
ト
動
乱五
十

周
年で
あっ
た。
中
国
当局は
「
チベ
ッ
ト
百
万
農奴
解
放
記
念日」



神
話
の
世
界
か
ら
現
在
の
天
皇
家
に
つ
ら
な
る 、
壮
大
な
日
本
史
の
縦
軸

、
．

を
定め
て、

首都ラ
サ
の
ポ
タ
ラ
宮
殿
前で
の
慶祝
式
典の
模様
を
大

き
く
報
じ
て
い
た
け
れ
ど
令
人
民
日
報』
三
月二
十
九日〉、
今
回
も

「
再
び
デ
モ
に
参加
す
れ
ば
家
族
全
員の
身
柄
を
拘
束
す
る」
な
ど
の

圧
力
を
か
け
てい
た。

慶祝
式
典は
公
安
警
察
や
人
民
武
装普
察
部
隊

に
よ
る
厳
重
な
警
戒
態
勢
下
で
行
わ
れ
た
官
製の
集会で
あ
り、
チベ

ッ
ト
族に
とっ
て
は
白々
しい
儀
式に
過
ぎ
な
かっ
た
とい
え
よ
う。

チベ
ッ
ト
問
題に
つ
い
て
は、
昨
秋
十一
月
中
旬に
グ
ラム
サ
ラ
で

の
亡
命
政
府
臨
時
総
会が
聞か
れ
た
が、
十
分
な
見
通
し
が
立っ
た
と

は
い
え
な
かっ
た。
ダ
ラ
イ・
ラマ
亡
命政
府
と
中
国
側と
の
会
談が

う
ま
く
運ば
な
かっ
た
ば
か
り
か、
中
国
側は
チベ
ッ
ト
亡
命
政
府
そ

れ
自
体
を
認め
な
かっ
た。
ラ
ディ
カ
ル
なチベ
ッ
ト
の
青
年た
ち
は

今
後、
自
治
を
求め
た
対
話
路
線で
は
な
く、
独
立の
方
向
を
か
な
り

明
確に
打
ち
出
すの
で
は
ない
か
と
恩
わ
れ
る。
ダ
ラ
イ・
ラマ
自
身

は、
あ
る
種の
責
任
感
も
あっ
て
チベ
ッ
ト
族
自
身に
よ
る
本来の
自

治
区に
し
て
ほ
しい、
との
穏健
な
考え
方
を
保持し
て
い
る
は
ずで

あ
る
が、
い
ずれに
せ
よ
今後の
方
向が
注
目
さ
れ
る。
チベ
ッ
ト
族

日本への遣由

と
チベ
ッ
ト
の
現
況へ
の
親
近
感は、
フ
ラ
ン
ス
の
サ
ルコ
ジ
大
統領

自
身が
中
国の
反
発
を
押し
切っ
て
ダ
ラ
イ・
ラマ一
四
世
と
会
談
す

る
な
ど
全
世
界に
広がっ
てい
る
とい
え
よ
う
が、
だ
か
ら
といっ
て

問題の
解
決に
は
当
面至
る
わ
けで
は
ない。
中
国
当
局は、
党
中央

宣伝
部・
国
家
民
族
事

務委員会が
去る二
月
初
旬に
少
数
民
族
政
策

「
要
綱」
を
発
表し、
寸
中
国の
人口
の
約八
%の
少
数
民
族が
国土の

約六
四
%
を
し
め
る
民
族
自
治
地
域に
存
在
す
る」
事
実に
言
及、

「
国
際
的
な
敵
対
勢
力と
圏
内の
分
裂
勢
力が
呼
応
し
て、
浸
透、
分

裂、
破
壊、
転
覆の
活
動
を
強め
てい
る」
と
述べ、
少
数
民
族に
対

す
る
宣
伝
と
教
育の一
層の
強
化に
乗り
出し
てい
る。

チベ
ッ
ト
の
陰に
臆
れ
てい
て
あ
ま
り
知
ら
れ
てい
ない
の
が、
ウ

イ
グ
ル
だ。
ウ
イ
グ
ルの
東ト
ル
キ
ス
タ
ン
独
立
運
動
あ
るい
は
分
離

運
動は一
九三
0
年
代か
ら
あ
り、
ス
タ
ー
リ
ン
の
ソ
速が
そ
れ
を
利

用、
操
作
し
よ
う
と
し
た
こ
と
も
あっ
た。
最
近は
ミュ
ンヘ
ン
が
本

部の
世
界
ウ
イ
グ
ル
会議が
あ
り、
東ト
ル
キ
ス
タ
ン
を
解放し
よ
う

とい
う
目
的
を
有
し
てい
る。
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私
も
以
前か
ら
注
目
し
てい
た
ト
フ
ティ・
トニ
ア
ズ
氏（
新
岡田ウ

イ
グ
ル
自治
区
出
身の
東
大
大
学
院
生）
は、
現
地
調
査
の
た
め
自
治

区に
戻っ
た
際に
捕
まっ
て
行
方
不
明に
な
り、

結局十一
年の
懲
役

刑に
処せ
ら
れ
た。
彼に
つ
い
て
安
倍
元
首
相が
胡
錦
鴻
主
席が
来日

し
た
際に

直接問い
合わ
せ
てい
た。

ウ
イ
グ
ル
で
は、
あ
る
種の
民
族
浄化が
行
わ
れ
てい
る
といっ
て

も
過
言で
は
ない。
産
児
制
限
や
強
制
堕
胎
な
ど
の
方
法で
人口
増
加

を
阻
止
し
てい
る
の
で
あ
る。
ま
た、
ラ
ピ
ア・
カ
！
ディ
ル
女
史
も

訴え
てい
る
が、
ウ
イ
グ
ル
の
女
性を
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
か
ら
切
り
離

し、
都
市

労働力と
し
て
強
制
移
住
さ
せ
て
い
る。
新
聞拙ウ
イ
グ
ル
自

治
区に
は
今日、
約七
百
万の
漢
民
族が
居
住
し
てい
て、
内モ
ンゴ
ル

自
治
区
と
同
様に
ウ
イ
グ
ル
族よ
り
も
多い
人口
に
な
りつ
つ
あ
る。

一
方で
最
近
注
目
さ
れ
る
の
が
台

湾問題
で
あ
る。
国
民
党の
馬
英

九
政
権に
なっ
て
か
ら、
台
中
関
係に
は
大
き
な
変
化が
あ
り、
去る

十一
月に
は

陳雲林・
海
峡
両
岸関
係協
会
会
長が
台
湾
を
訪
れ
た。

し
か
し
今
国
際
会長が
初め
て
訪
台
し
た
際に
は、
激
しい
反
対
運
動

が
あっ
た。

馬英
九
総統は

昨年末、
い
わ
ゆ
る
コユ
通（
通
商・
通

航・
通
信
ど
を
解
禁
し
た
け
れ
ど、
そ
の
こ
と
で
台
湾の
主
権
と
ア

イ
デ
ン
ティ
ティ
q
認
同」〉
が
脅か
さ
れ
る
の
で
は
ない
か
と
い
う

危
機
感
も
台
湾
市
民の
聞に
根
強
く、
ま
た
中
国
製の
メ
ラ
ミ
ン
入
り

粉ミ
ル
ク
事
件の
被
害も
あっ
て、
台
湾で
は
お
よ
そ三
百
万
人
前
後

が
反
中・
反
馬
英
九
感
情に
あ
る
と
見
ら
れ
て
お
り、
馬・
陳
会
談は

結果
的に
十
分
間
も
で
き
な
かっ
た
とい
う。
陳
会
長の
宿
泊
先
や
会

談
場
所の
ホ
テ
ル
か
ら
は
台
湾（
中
華
民
国）
の
国
旗（
青天
白日
旗〉

が
撤
去
さ
れ
て
い
た
とい
う
中
国
迎
合ぷ
り
も
指
摘し
て
おこ
う。

中
国に
対
す
る
投
資は、
台
湾が
世
界の
対
中

投資総
額の
約三
分

の一
を
占め
て
お
り、
中

国市場へ
の
依
存
を
急
速に
強め
てい
る。

そ
う
し
た
中、
陳
水
扇
前
総
統が
汚
職
容
疑
で
手
錠
を
か
け
ら
れ

た。
度
重
な
る
疑
惑に
よ
り
独
立
運
動の
シ
ン
ボ
ル
も
地に
落ち
た
感

が
あっ
た。
だ
と
し
て
も
手
錠
を
付け
た
前総
統
を
報
道
関
係の
前に

さ
ら
す
とい
うこ
と
自
体、
台
湾
政
治の
未
熟
を
示し
てい
る。
同
時

に
李
登
輝時
代の
台
湾
化と
民
主
化の
成
果が
損
な
わ
れ
は
し
ない
か

と
案じ
ら
れ
る。
民
進
党は
同VFeu－
を
持つ
才
媛の
薬
英
文
女
史
を

主
席に
選ん
だ
が、

中台
関
係の
帰
趨に
よっ
て
は、
民
進
党
政
権の

復権が
あ
り
得る
か
も
し
れ
ない。

現
代
版
「
朝
貢
外
交
」

と
峨
路
に
立
つ
日
本
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中
国は
圏
内に
こ
れ
ほ
ど
の
問
題
を
抱え
てい
な
が
ら、
国
際
的に

見
れ
ば
実に
外
交が
巧
み
だ。
『
人
民
日
報』
の一
面
右
上
覧の
カ
ラ

ー

写真付の
記
事は、
中
国の
外
交
的
吸
引
力
を
示
す
格好の
紙
面に

なっ
て
お
り、
連日
の
よ
うに
世
界の
首
脳が
胡
錦
鴻
主
席に
会い
に

来
て
い
る。
。E
Sg
当日E
O同島問
（
中
華世
界
秩
序）
の
中に
各

国の
首
脳
が
馳せ
参
じ
てい
る
とい
うこ
の
図は、
ま
さに
「
朝
貢
外

交L
の
今日
版
で
あ
る。
三
月
初旬の
全
国
人
民
代
表
大
会の
政
府
活．

動
報
告
が
え
中
国の）
国
際
的
地
位
と
影
響
力は
か
つ
て
ない
ほ
ど

向
上
し
た」
と
自
画
自
賛
す
るの
も
当
然だ
とい
え
よ
う。
最
近の
中

国は、
対ア
フ
リ
カ
外
交に
も
極め
て
積極
的
だ。



、，

対
し
て日
本
外
交は
ど
う
か。
『ニ
ュ
ー
ズ
ウィ
ー
ク』
国
際
版
編

集
長の
F・
ザ
カ
リ
ア
氏
は
経
団
連
会館で
の
こ
O
O
五
年
十二
月の

講
演で、
日
本の
外
交
官
を
中
国の
外
交
官と
比べ
て、
E40同】『
E
R－

RO
E
s－”
40
ミ
ra
zmgo
ga0・
40
弓
a巳of
長。回
。崎件。回
品。ロJ

8
gw
何回一崎町ω
弓
と
いっ
て
い
る。
こ
れ
で
は
日
本
は
国
連
常
任
理

事
国に
な
れ
ない
と
指
摘
しつ
つ、
中
国の
外
交
官は
会
議で
もロ
ビ

ー
で
も、
また
英
語
も
実に
巧み
で
あ
る
と
述べ
て
い
る。

実
際、
最
近の
オパ
マ
政
権の
中
国・
ア
ジ
ア
政
策に
つ
い
て、
日

本の
メ
ディ
ア
は
ほ
ぼ一
一律に
オパ
マ
政
権が
中
国
を
重
視し、
日
本

と
は
関
係が
薄
く
な
る
だ
ろ
う
と
見て
い
る。
た
し
か
に
当
面の
世
界

経

済危機で
は、
去る二
月の
ク
リ
ン
ト
ン
米
国
務
長
官の
訪
中に
も

見ら
れ
た
よ
うに、
多
額の
米
国
債
を
保
有
す
る
中
国と
利
害が一
致

す
る
ア
メ
リ
カ
側の
対
中
低
姿勢が
目
立
ち、
その
こ
と
は
最
近の
北

朝
鮮の
ミ
サ
イ
ル
発
射
をめ
ぐ
る
米
中
妥
協に
も
見て
取
れ
た。
こ
の

よ
う
な
対
中
宥
和
政
策に
関し
て
米
国で
は、
同
長
官が
中
国の
人
権

問
題
を
棚
上
げ
し
よ
う
と
し
た
こ
とへ
の
不
満
や
批
判が
民
主・
共
和

両
陣
営か
ら
起こっ
て
い
る。
し
か
し、
も
う一
つ
の
反
テロ
政
策
や

環境問題、
地
球
温
暖
化
な
ど
の
問
題に
加
え
て
中
国の
人
権
問
題
を

考え
る
と、

長期
的に
は
中
国と
相
容
れ
ない
要因が
か
な
り
多い
と

考え
ら
れ
る。
もっ
と
も
圏
内で
あ
れ
ほ
ど
の
賄
賂
や
汚
職が
あ
る
中

国で
あ
れ
ば、
中
国

当局者
が
あ
り
余
る
外
貨
を
使っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

制
外
交工
作
を
行っ
て
い
る
ら
しい
様
子
も
感
じ
ら
れ
る。

明

日

中友好外
交に
つ
い
て
は、
日
中
友好とい
う

座標軸は、
日
中

時
の
二
国
間で
は
適
用
し
て
も、
グロ
ーバ
ル
な
立
場か
ら
見る
と、
有

効
な
対
外
的ス
ト
ラ
テ
ジ
ーに
は
な
り
得
ない。
そ
ろ
そ
ろ日
中
友好

とい
う
枠組み
を
脱し
て、
我が
国
自
身の
独
自の
日
米
関
係、
日
中

関
係
を
打
ち
出
すべ
きで
は
ない
か。
そ
れ
が
で
き
な
け
れば、
日
本

は
ま
す
ま
す
存
在
感が
な
く
な
るの
で
は
と
私は
危
倶し
てい
る。

例え
ば、
非
常に
重
要
な
台
湾に
つ
い
て、
オパ
マ
政
権は
ど
こ
ま

で
熟
知
し
て
い
る
か
と
い
え
ば、
ほ
と
ん
ど
知
ら
ない
だ
ろ
う
と
思

う。

投致問
題
を
含む
朝
鮮
半島の
問
題
も
重
要で
あ
り、
そ
れに
中

国の
圏
内
政
治
経
済情
勢に
関
す
る

情報分
析も
加
え
て、
こ
れ
らの

分
野で
ζ
そ日
本の
存
在
感
をア
ピ
ー
ル
し、
少
な
くと
も
束ア
ジ
ア

に
関し
て
は
日
本に
任せ
て
欲しい
とい
うよ
う
な
積極
的
外
交
政
策

を
と
るべ
き
で
は
ない
か。
最
近、
わ
が
国の一
部に
は、
ア
メ
リ
カ

に
は
頼れ
ない
か
ら
対
米
自
主
路
線
を
と
るべ
き
だ
と
い
う
意
見も
あ

る。
今
回の
北
朝
鮮ミ
サ
イ
ル
発
射
問
題に
際
す
る
オパ
マ
米
政
権の

対
応
は、
金
融
危
機で
露
呈
し
た
ア
メ
リ
カの
脆
弱性と
「ア
メ
リ
カ

後の
世
界」
へ
の
日
本の
立
場の
確
保
を
促し
た
とい
え
よ
う
が、
同

時に
日
米
安
保
体
制
を
基
調に
し
た
親米
路
線と
集
団
的
自
衛権
を
含

む
わ
が
国の
防
衛
力
強
化と
は
矛
盾
す
る
もの
で
は
ない
とい
う
教
訓

も
残L
た
の
で
は
ない
か。
その
よ
う
な日
本の
存
在ζ
そは、
ア
メ

リ
カに
とっ
て
も
世
界に
とっ
て
も
非
常に
大
きい
は
ずで
あ
る。
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危
機
の
本
質
と
中
国
革
命
の
果
実

ア
メ
リ
カ
発
信の
世
界
経
演危
機に
直
面
し
た
中
国の
指
導
者は、

去
る
十二
月
上
旬に
緊
急
招
集
さ
れ
た
中
央
経
済工
作
会
議で、
「
国



際
金
融
危
機の
衝撃の
も
と
で、
実
体
経済の
発
展
速
度が
大
幅に
下

降
し
て
い
る」
と
の
深
刻
な
認
識
を
示
し、
党の
団
結と
社
会の
安
定

を
強
く
呼
び
か
け
て
い
た。

その
よ
う
な
状
況
下で
暴
力
装
置と
し
て
の
人
民
解
放
軍・
武
装
警，

察・
公
安
普
察が
勢
力
を
保持し
て
強
権
を
発
動
し、
共
産
党
独
裁
政

権
を
守っ
て
い
る。
中
国が
地
球
温
暖
化の
元
凶
と
し
て

環境問
題
や

食糧
問
題
をは
じ
め
と
す
る
深
刻
な
危
機に
直
面
し
て
い
な
が
ら
も
簡

単に
は
体
制が
崩
壊
し
ない
と
こ
ろ
に
こ
そ、
中
国
危
機の
本
質が
あ

り、
その
影
響
力
も
含め
て、
だ
か
ら
こ
そ
中
国
問題
が
重
要な
全
人

類
的
課
題
なの
だ
とい
うの
が
こ
こ
で
の
私の
結
論で
あ
る。

中
国は
こ
の
秋に
建
国六
十
周
年
を
迎え
る
が、

革命
中
国の
三
十

年
間は
毛
沢
東が、
「
改
革・
開
放」
の
三
十
年
間は
郵
小
平
が、
そ

れ
ぞ
れ
赤い
皇
帝
と
し
て
君
臨
し、
世
界
を
ひっ
か
き
ま
わ
し
て
き

た。
し
か
し
な
が
ら、
経
済
的
な
成
熟と
豊か
さの
指標、
つ
ま
り一

人
当た
り
G
D
P
で
は
ニ
O
O八
年に
よ
う
や
く三
千
米ド
ル
を
超
え

た
と
は
い
え、
日
本の
約三
万
四
千
米ド
ル、
台
湾の
約一
万
七
千
米

ド
ル
と
比べ
る
と、
あ
ま
りに
も
低い。

結局、
中
国
革命の
結
果と
し
て
の
中
華
人
民
共
和
国とい
う
社
会

主
義の
実
験が、
社
会経
済
的に
は
果実の
之
しい
もの
だっ
た
とい

わ
ざ
る
を
得
ない。
こ
れ
で
は
十
数
億とい
う
巨
大
な
人口
を
擁す
る

中
国
そ
れ
自
身が、
人
類に
残さ
れ
た
最
大の
南
北
問
題に
も
な
り
か

ね
ない
で
あ
ろ
う。

先
般
物
故
さ
れ
た
国
際
政
治
学の
永
井
陽
之
助
氏
が
しば
し
ば
引
用

し
て
い
た
よ
うに、
イ
ギ
リ
ス
の
碩学サ
！・
ア
イ
ザィ
ア・
パ
l
リ

，・LV
‘

 
‘．

 

ン
は
かつ
て、
ロ
シ
ア
国
民に
とっ
て
ポ
ル
シェ
ヴイ
ズムへ
の
道が

唯一
の
正
し
く
かっ
必
然
的
な
選
択で
あっ
た
と
説
くこ
と
自
体が
歴

史
家の
陥
り
や
す
い
「
後
知
恵
〈E
E低価一宮〉
の
錯
誤」
だ
と
語っ

て
い
た。
こ
の
よ
う
な
見
方は、
中
国
革命に
も
当て
は
ま
る。
そ
し

て
今中
国に
は、
農
民工
をは
じ
め
と
す
る
膨
大
な
人
間
群
が、
今日

ひし

うご

一
日
の、
そ
し
て
明日一
日
の
粧と
利
得
を
求め
て
緯め
き、
議め
き

あっ
て
い
る。
こ
れ
は、

革命前の
中
国の
姿の
今日
版で
は
ない
の

占u。〔
追
記〕
た
ま
た
ま、
『
諸
君
f』
編
集
部
か
ら
中
国
論
の
執
筆
を
依
頼

さ
れ
て
い
た
け
れ
ど、
本
稿
の
掲
載
が
最
終
号
と
は
大
変
残
念
で
あ
る。

も
う
四
十
年
近
く
前
に
な
る
が、
香
港
留
学
中
に
私
は
創
刊
聞
も
な
い『
諸

君
f』
に
米
中
接
近
や
日
中
関
係
な
ど
に
触
れ
た
「
香
港
通
信」
を－
年
Mm

関
連
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
令
中
国
を
み
つ
め
て』
文

欝春秋、
一
九
七

一
年、
所
収）。
時
々
香
港へ
遊
び
に
来
ら
れ
た
池
島
信
平
さ
ん
に
も
励
ま

さ
れ、
毎
月
締
め
切
り
間
際
の
深
夜
に、
今
は
も
う
跡
形
も
な
い
赤
レ
ン

ガ
造
り
の
香
港郵
便
局
か
ら
航
空
便
で
投
函
し
た
も
の
で
あ
る。
担
当
は

東
民
史
氏、

編集
長
は
田
中
健
五
氏
で
あっ
た。

門
中
崎
嶺
雄
氏
の
主
な
寄
稿
】

香
港
通
信
ハ
一

九
七
O
年
五
月
号
i
一

九

七
一

年
四
月
号）
、
「
友
好
」

至
上
外
交
の
陥
穿
（
対
践
／
一

九
九
二

年
五

月
号）
、
〔
最
終
蹄
義］

国
際
社
会
の

変
動
と
大
学
ハ
ニ

O
O
二

年
一

月

号
〉
、

道
義
な
き
中
国
と
は
，
対
決’

せ
よ
f

（
ニ
O
O
五
年
七
月
号
〉
、

北
京
五
輪
後
、

胡
錦
鴻
の
「
膨
現
職
略
L

は
必
ず
破
綻
す
る
ハ
ニ
O
O
八

年
四
月
号〉
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白
熱
8
人
ラ
ス
ト
大
座
談
会

諸

君
ノ

こ

れ

だ

け

は

言
っ

て

労

く

遠
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／
棋
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よ
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こ
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